
荒
井
氏
が
理
事
長
に

山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合

石
灰
石
鉱
業
協
会
（
小
山

誠
会
長
）
は
５
月
23
〜
24

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
第
82
回
石

灰
石
鉱
業
大
会
を
開
催
し

た
。
全
13
題
の
講
演
の
う
ち

会
員
の
受
賞
講
演
６
題
は
、

先
進
技
術
の
ド
ロ
ー
ン
測
量

お
よ
び
地
上
レ
ー
ザ
ー
ス
キ

ャ
ン
の
活
用
や
、「
み
ち
び

き
」（
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
）
を
利
用
し
た
採
掘
操
業

管
理
シ
ス
テ
ム
の
展
開
、
骨

材
増
産
に
向
け
た
取
り
組

み
、
立
坑
開
発
工
事
や
鉱
山

開
発
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内

容
と
な
っ
た
。
４
年
ぶ
り
の

会
場
開
催
で
あ
り
参
加
者
は

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
計
で

の
べ
約
７
０
０
人
を
数
え

た
。あ

い
さ
つ
で
小
山
会
長
は

「
石
灰
石
鉱
業
は
社
会
基
盤

整
備
に
不
可
欠
な
産
業
で
あ

り
役
割
は
ま
す
ま
す
増
し
て

い
く
。
石
灰
石
鉱
業
大
会
は

発
表
を
通
じ
若
手
技
術
者
の

意
識
を
高
め
て
鉱
山
技
術
の

開
発
を
活
性
化
す
る
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
鉱
業
促
進
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。

受
賞
講
演
の
最
優
秀
功
績

賞
「
ド
ロ
ー
ン
測
量
及
び
地

上
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
を
活

用
し
た
叶
山
鉱
山
端
縁
安
定

化
対
策
工
事
の
設
計
及
び
工

事
結
果
報
告
」（
秩
父
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
、
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
）
は
、
人
の
近
づ
く
こ
と

の
で
き
な
い
急
峻
な
端
縁
に

お
け
る
安
全
か
つ
正
確
な
測

量
方
法
と
不
安
定
岩
体
の
安

定
化
方
法
を
紹
介
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
測
量
も
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ン
測
量
も
そ
れ
ぞ
れ
測

量
が
困
難
な
箇
所
が
あ
る

が
、
両
計
測
法
を
併
用
し
て

３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ
を
統
合
し

補
完
す
る
こ
と
で
、
亀
裂
の

位
置
お
よ
び
走
向
傾
斜
を
把

握
し
て
不
安
定
岩
体
を
特

定
。
情
報
を
も
と
に
安
定
化

対
策
工
事
の
内
容
を
詳
細
に

検
討
し
、
ア
ン
カ
ー
補
強
工

事
を
実
施
し
た
。

功
績
賞
「
資
源
最
大
活
用

に
向
け
た
骨
材
増
産
へ
の
取

り
組
み
」（
大
分
太
平
洋
鉱

業
）
は
新
津
久
見
鉱
山
に
お

け
る
２
０
１
７
年
度
か
ら
の

セ
メ
ン
ト
原
料
と
骨
材
主
体

の
生
産
体
制
へ
の
転
換
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
開
発
中
の

次
期
鉱
区
の
八
戸
地
区
に
は

単
味
で
は
セ
メ
ン
ト
原
料
に

使
用
で
き
な
い
低
品
位
の
ド

ロ
マ
イ
ト
質
石
灰
石
が
賦
存

し
て
お
り
、
３
種
類
の
対
策

に
よ
り
細
目
の
千
葉
砂
と
相

性
の
良
い
粗
目
砕
砂
を
中
心

に
増
産
を
図
っ
た
。
①
既
存

第
３
プ
ラ
ン
ト
の
設
備
能
力

増
強
、
運
転
時
間
と
運
転
日

数
の
増
加
に
よ
り
、
乾
式
の

一
本
砂
（
Ｆ
Ｍ
２
・
７
±
０

・
15
）
を
年
間
19
万
㌧
増
産

②
５
㍉
ア
ン
ダ
ー
を
乾
式
分

級
す
る
製
造
設
備
を
新
設
し

粗
目
砕
砂
（
Ｆ
Ｍ
４
・
０
±

０
・
15
）
を
年
間
24
万
㌧
増

産
③
20
㍉
ア
ン
ダ
ー
か
ら
２

０
０
５
と
湿
式
砕
砂
（
Ｆ
Ｍ

４
・
０
±
０
・
15
）
を
最
大

限
回
収
す
る
水
洗
骨
材
プ
ラ

ン
ト
を
新
設
。
プ
ラ
ン
ト
の

年
産
能
力
は
１
２
０
万
㌧
、

脱
水
ケ
ー
キ
は
既
存
第
３
プ

ラ
ン
ト
で
発
生
す
る
フ
ィ
ラ

ー
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し
て

造
粒
改
質
し
て
か
ら
セ
メ
ン

ト
原
料
に
添
加
し
処
理
し
て

い
る
。
な
お
、
同
鉱
山
の
21

年
度
の
石
灰
石
出
荷
量
１
１

７
９
万
㌧
の
う
ち
粗
骨
材
が

18
％
、
細
骨
材
が
７
％
を
占

め
て
い
る
。

特
別
講
演
で
は
大
橋
智
樹

宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
が

「
産
業
心
理
学
か
ら
み
た
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
本
質
と

対
策
」
と
題
し
、
人
は
な
ぜ

ミ
ス
を
す
る
の
か
を
図
や
動

画
を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
交
え
、
心
理
学

の
見
地
か
ら
解
説
し
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
か
解
説

し
た
。
「
１
９
７
２
年
施
行

の
労
働
安
全
衛
生
法
以
来
の

原
因
追
究
型
の
安
全
対
策
は

限
界
が
き
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
個
人
の
エ
ラ
ー
特
性
を

把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
策

を
考
え
る
特
性
対
応
型
や
本

能
的
に
危
険
を
回
避
す
る
よ

う
な
安
全
対
策
が
必
要
だ
」

（
大
橋
教
授
）

砂
業
界
の
現
況
は
。

「
１
９
８
４
年
の
協
会
設

立
時
は
会
員
１
２
５
社
を
数

え
た
が
、
細
骨
材
需
要
の
減

少
以
上
に
砂
資
源
の
枯
渇
化

が
響
い
て
業
界
規
模
が
縮
小

し
た
。
農
地
や
山
林
に
良
質

な
細
目
砂
が
賦
存
し
て
い
て

も
保
安
林
（
民
有
林
）
規
制

で
開
発
で
き
ず
、
採
取
地
の

面
積
は
お
お
む
ね
１
㌶
未
満

に
狭
小
化
し
周
辺
環
境
や
採

取
、
搬
出
す
べ
て
に
お
い
て

条
件
が
悪
化
し
て
い
る
。
会

員
合
計
の
出
荷
数
量
は
20
年

前
対
比
で
４
割
の
水
準
に
減

り
、
石
央
は
洗
浄
プ
ラ
ン
ト

を
有
す
る
会
員
も
あ
り
細
骨

材
の
生
産
地
で
あ
り
続
け
て

い
る
が
、
県
東
部
は
天
然
砂

代
替
の
『
加
工
砂
』
が
主
要

な
細
骨
材
と
な
り
、
採
取
を

行
う
会
員
は
１
社
に
減
っ

た
」

今
年
度
、
県
東
部
の

斐
伊
川
（
ひ
い
か
わ
）
で
の

砂
の
採
取
が
約
半
世
紀
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
る
。

「
国
土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
出
雲
河
川
事
務
所
に

よ
る
と
、
砂
が
恒
常
的
に
堆

積
す
る
河
口
付
近
で
の
採
取

が
可
能
に
な
る
見
込
み
だ
。

採
取
数
量
は
向
こ
う
５
年
間

で
合
計
20
〜
30
万
㎥
規
模
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
堆
積
す

る
砂
は
細
骨
材
と
し
て
異
物

が
含
ま
れ
る
も
の
の
良
質
な

粗
目
砂
（
中
砂
）
と
い
え

る
。
国
交
省
は
直
轄
工
事
で

毎
年
４
〜
５
万
㎥
の
掘
削
を

続
け
て
公
共
工
事
の
湖
の
覆

砂
や
農
地
改
良
等
に
使
用
し

て
い
た
が
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
砂
の
有
効
活
用
を
促
し

て
採
取
を
拡
大
す
る
姿
勢
で

あ
り
、
採
取
料
金
は
免
除
さ

れ
る
見
通
し
だ
。
県
東
部
の

砂
採
取
業
者
は
か
つ
て
斐
伊

川
に
ひ
し
め
き
あ
っ
て
お

り
、
採
取
の
全
面
禁
止
以

降
、
丘
陵
地
で
の
採
取
や
採

石
山
で
の
『
加
工
砂
』
の
生

産
に
移
行
し
た
。
県
東
部
の

会
員
の
多
く
も
斐
伊
川
で
の

河
川
採
取
で
創
業
し
て
お

り
、
骨
材
資
源
確
保
や
河
川

整
備
の
観
点
か
ら
当
協
会
を

窓
口
に
採
取
を
行
い
、
存
在

感
を
発
揮
し
た
い
」

「
近
年
、
益
田
支
部
の
高

津
川
や
、
斐
伊
川
の
砂
防
ダ

ム
に
お
い
て
採
取
の
実
績
が

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
規

模
な
採
取
は
な
か
っ
た
。
細

骨
材
と
し
て
流
通
さ
せ
る
う

え
で
の
課
題
と
し
て
、
県
東

部
に
は
会
員
の
異
物
処
理
・

洗
浄
プ
ラ
ン
ト
が
な
く
、
骨

材
の
市
場
規
模
が
小
さ
い
た

め
調
整
を
図
ら
な
い
と
『
加

工
砂
』
と
の
不
要
な
競
争
を

招
い
て
し
ま
う
。
現
在
、
県

内
採
石
２
団
体
と
協
議
し
て

お
り
、
県
外
の
粗
目
砂
が
不

足
す
る
地
区
へ
の
海
送
や
、

採
取
し
た
砂
を
加
工
砂
の
プ

ラ
ン
ト
に
搬
送
し
て
製
品
化

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
」

協
会
活
動
は
。

「
主
要
事
業
と
し
て
跡
地

対
策
基
金
運
営
委
員
会
が
採

取
跡
地
保
証
を
行
っ
て
お
り

会
員
の
採
取
認
可
期
間
は
陸

で
最
長
２
年
、
山
で
最
長
３

年
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
毎

年
意
見
交
換
会
を
実
施
し
県

の
担
当
部
署
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
認
可
期
間
延
長
以
外
に
も

掘
削
深
の
上
限
規
制
緩
和
や

河
川
等
掘
削
土
の
骨
材
へ
の

有
効
利
用
な
ど
を
実
現
し
て

き
た
。
目
下
注
力
し
て
い
る

の
が
、
資
源
開
発
の
障
壁
で

あ
る
保
安
林
解
除
。
県
内
に

は
保
安
林
と
し
て
機
能
し
て

い
な
い
民
有
林
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
砂
の
採
取
を
通
じ
た

山
の
再
生
を
目
標
に
、
新
た

に
部
会
を
発
足
し
県
の
森
林

整
備
課
と
協
議
し
て
い
く
」

「
保
安
林
解
除
が
、
鉱
物

の
採
取
で
認
め
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
砂
の
採
取
で
は

認
め
ら
れ
な
い
の
は
違
和
感

が
あ
る
。
か
り
に
砂
が
な
く

な
っ
た
ら
公
共
工
事
は
立
ち

行
か
な
く
な
る
の
に
、
行
政

の
担
当
部
署
以
外
は
砂
が
貴

重
な
資
源
で
あ
る
理
解
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
県
砂
利
協
会
と
い
う
よ

り
も
所
属
す
る
日
本
砂
利
協

会
の
活
動
と
し
て
世
間
一
般

に
砂
利
・
砂
業
界
の
地
位
向

上
、
砂
利
・
砂
資
源
の
重
要

性
を
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
協
会
本
部
に
砂
利
・
砂

の
役
割
を
明
示
し
た
内
容
の

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
提
案
し

て
お
り
、
協
会
員
と
し
て
自

負
を
持
ち
活
動
に
臨
む
た

め
、
各
支
部
へ
の
協
会
旗
の

配
布
を
は
た
ら
き
か
け
て
い

き
た
い
」

山山
、、陸陸
でで
天天
然然
砂砂
一一
定定
量量
採採
取取

砂砂利利・・砂砂業業界界特特集集 石 灰 石
鉱 業 大 会

柳楽 邦雄 島根県砂利協会会長 ４
年
ぶ
り
に
会
場
開
催

鉱
業
促
進
の
一
助
に

中
国
地
区
で
唯
一
、
砂
利
採
取
法
の
も
と
山
や
陸
で
一
定
規
模
の
天
然
砂
が
採
取
さ

れ
て
い
る
島
根
県
。
海
岸
沿
い
の
丘
陵
地
で
細
目
砂
（
微
砂
）
の
採
取
が
行
わ
れ
、
珪

砂
産
地
の
石
央
地
区
（
江
津
市
等
）
で
は
珪
砂
と
並
行
し
細
骨
材
を
生
産
す
る
兼
業
者

も
あ
り
エ
リ
ア
内
の
細
骨
材
需
要
を
賄
っ
て
い
る
。
島
根
県
砂
利
協
会
は
東
部
（
出
雲

市
等
）、石
央
、
益
田
（
益
田
市
等
）
３
支
部
28
社
で
組
織
し
て
お
り
、
生
産
会
員
９
社

合
計
の
２
０
２
１
年
度
実
績
の
天
然
砂
出
荷
量
は
19
万
５
千
㎥
（
前
年
度
比
８
％
増
）。

柳
楽
邦
雄
（
な
ぎ
ら
・
く
に
お
）
会
長
に
概
況
や
協
会
活
動
を
聞
い
た
。

細
目
砂
賦
存
も
採
取
条
件
悪
化

河
川
採
取
で
存
在
感
発
揮
を

社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る

総
合
商
社
で
あ
り
セ
メ
ン
ト

工
場
と
の
取
引
実
績
を
有
す

る
千
代
田
組
は
、
低
コ
ス
ト

で
低
公
害
な
循
環
資
源
再
生

技
術
を
活
用
し
た
有
機
物
減

容
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
造
装
置

「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
」
の
製
造
・
販

売
に
注
力
す
る
。
同
設
備
に

産
業
廃
棄
物
を
投
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
再
資
源
化
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
で

に
国
内
外
で
複
数
の
導
入
実

績
を
有
す
る
が
、
将
来
的
に

再
資
源
化
し
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク

粉
末
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

へ
の
混
合
材
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
は
、
内
熱
型
の

熱
分
解
設
備
に
よ
り
有
機
物

を
熱
分
解
し
、
無
機
質
か
つ

多
孔
質
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
粉
末

や
油
分
な
ど
の
有
用
物
質
へ

と
再
生
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
装

置
。
蓄
熱
層
か
ら
の
輻
射
熱

に
よ
り
有
機
物
の
分
子
が
高

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
と
な
っ

た
熱
源
を
利
用
す
る
。
一
般

的
な
「
焼
却
施
設
」
と
は
異

な
り
、
多
量
の
空
気
量
を
通

風
す
る
こ
と
な
く
、
熱
分
解

室
に
微
風
で
「
電
子
」
を
注

入
し
、
有
機
物
の
熱
分
解
に

伴
う
「
反
応
熱
」
を
利
用
し

て
い
る
点
が
特
徴
と
な
る
。

同
設
備
に
投
入
可
能
な
有

機
性
廃
棄
物
は
、
下
水
汚
泥

や
廃
プ
ラ
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
、
解
体

木
く
ず
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
あ
ら
ゆ
る
有
機
物
を
無

機
質
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
粉
末
に

転
換
す
る
こ
と
で
、
減
容
率

が
１
０
０
分
の
１
〜
５
０
０

分
の
１
程
度
に
な
る
。
一
般

的
な
焼
却
炉
は
10
分
の
１
〜

20
分
の
１
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
い
減
容
率
を
実
現
す

る
。Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ｍ
に
よ
り
減
容
再

生
さ
れ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
粉

は
、
千
代
田
組
が
全
量
を
買

い
取
り
、
当
面
は
新
設
さ
れ

る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
設
備
の
敷
き
粉

と
し
て
再
利
用
（
資
源
循

環
）
し
て
い
く
。
将
来
的
に

は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
へ
の
混
合
材

や
水
質
浄
化
材
等
へ
の
再
利

用
を
目
指
し
て
い
く
。

同
設
備
は
補
助
燃
料
が
一

切
不
要
で
消
費
電
力
が
非
常

に
小
さ
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
火
炎

燃
焼
が
生
じ
な
い
た
め
、
ば

い
じ
ん
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

が
発
生
し
な
い
。
こ
の
た
め

環
境
汚
染
物
質
の
防
止
や
処

理
に
係
る
費
用
も
低
減
し
て

い
る
。
さ
ら
に
耐
火
材
や
冷

却
水
が
不
要
で
あ
り
、
長
期

運
転
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

が
容
易
と
な
っ
て
い
る
。

１
基
あ
た
り
の
本

体
価
格
は
、
処
理
量

が
１
日
あ
た
り
５
㎥

の
タ
イ
プ
で
９
０
０

０
万
円
程
度
と
設

定
。
輸
送
費
や
設
置

費
な
ど
付
随
す
る
費

用
は
本
体
価
格
の
15

％
程
度
を
見
込
む
。

維
持
管
理
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
通
常
の

焼
却
炉
は
耐
熱
材
の

更
新
費
用
等
を
要
す

る
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
の

場
合
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
簡
単
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
制

で
き
る
。
千
代
田
組

エ
ネ
ル
ギ
ー
営
業
本
部
担
当

者
は
「
電
気
代
が
か
か
ら
な

い
シ
ス
テ
ム
も
実
現
で
き

る
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
り
、
処
理

量
や
各
種
シ
ス
テ
ム
を
決
め

る
こ
と
が
可
能
で
幅
広
い
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
と
な
っ

て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
業
界
へ
の
展
開
を
検
討
し

て
お
り
、
今
後
積
極
的
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。
購
入
に

限
ら
ず
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ

る
設
置
も
考
え
て
お
り
、
リ

ー
ス
事
業
者
に
対
す
る
提
案

も
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
千
代

田
組
エ
ネ
ル
ギ
ー
営
業
本
部

（
℡
０３
・
３
５
０
３
・
８
１

３
３
）。

山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同

組
合
と
日
本
砕
石
協
会
山
梨

県
支
部
は
５
月
26
日
、
甲
府

市
内
の
ホ
テ
ル
で
２
０
２
３

年
度（
第
41
回
）通
常
総
会
を

開
き
22
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
、
23
年
度
事
業
計
画

等
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
千
野
進
理
事
長
、
織

戸
一
郎
支
部
長
が
退
任
し
新

理
事
長
、
新
支
部
長
に
荒
井

義
信
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

荒
井
理
事
長
は
「
組
合
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。
私
が
会
社
を
継
い
だ
時

に
は
、
組
合
の
皆
様
に
お
助

け
を
い
た
だ
き
、
ま
た
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
組
合

の
重
要
性
は
身
を
も
っ
て
感

じ
て
い
る
。
今
度
は
私
が
組

合
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

千代田組

有
機
物
減
容
し
再
資
源
化

「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
」
セ
ラ
ミ
ッ
ク
粉
を
混
合
材
へ

ＥＲＣＭの実機

荒井義信理事長

協会賞受賞者と小山誠会長（前列真ん中）、杣津雄
治専務理事（前列左から２番目）

海岸沿いの丘陵地（農地、山林）で採取を行う

（ ４ ）セ メ ン ト 新 聞（第三種郵便物認可）２ ０ ２ ３ 年（ 令 和 ５ 年 ）６ 月 １ ２ 日（ 月 曜 日 ）


